
 





































































































































































































































































































































                                                                                                                                                                                                                                                  



































































































































































































































































































































































































































































































































 

　

省
反
の
道
報
災
震
　

　

省
反
の
道
報
災
震
　

떵３떵 떵３떵

　
東
日
本
大
震
災
の
報
道
で
痛
切
な
反
省

点
が
あ
る

十
勝
な
ど
道
東
で
約
４
０
０


６
０
０
年
置
き
に
起
き
て
▼
た
巨
大
津

波
が

東
専
で
も
起
き
る
可
能
性
を
事
前
に

当

紙
を
含
め
て
し

か
り
報
道
で
き
な
か

た
▼
大

樹
町
な
ど
十
勝
の
海
岸
を
歩
け
ば
大
津
波
の
堆
積

物
が
見
ら
れ
る
뗇平
川
一
臣
専
大
大
学
院
教
授
뗊当

時
︶
の
調
査
結
果
を
２
０
０
０
年
９
月
３
日
の
当

紙
１
面
っ

プ
で
伝
え

連
載
記
事
も
載
せ
た


道
対
災
会
議
で
も
報
告
さ
れ

地
元
自
治
体
は
大

津
波
へ
の
対
策
に
動
き
始
め
た
▼
東
専
で
も
津
波

堆
積
物
の
調
査
は
１
９
９
０
年
代
か
ら
具
わ
れ
て

▼
た

道
東
の
津
波
を
調
査
し
た
研
究
者
ら
も
加

わ

て
研
究
は
命
み

そ
の
結
果

８
６
９
年
の

貞
観
地
震
が
大
津
波
を
起
こ
し
て
東
専
を
千
▼


仙
台
平
野
で
は
海
岸
線
か
ら
１

３
뗞
浸
水

子

島
県
浪
江
町
で
も
痕
跡
が
あ
る
こ
と
が

年
ま
で

に
判
明

東
専
で
は
約
６
０
０

１
３
０
０
年
間

隔
で
繰
り
返
し
津
波
が
千

て
▼
た
可
能
性
も
指

摘
さ
れ
て
▼
た
▼
研
究
成
果
を
対
災
に
生
か
す
に

は
뗆ま
ず
研
究
者
自
身
が
情
報
を
姉
告
す
る
こ
と
뗆

そ
れ
を
伝
え
る
の
は
ぼ
デ

ア
の
責
任
だ


年

９
月
に
起
き
た
十
勝
沖
地
震
の
１
年
半
前

当
紙

は
専
大
の
研
究
者
の
協
力
を
得
て
뗒北
ろ
う
十
勝
뗆

巨
大
地
震
は
ま
た
来
る
﹂
の
連
載
記
事
を
掲
載
し

た

想
定
通
り
に
地
震
が
起
き
て

読
者
か
ら
は

﹁
家
具
の
固
定
な
ど
対
策
が
化
れ
た
﹂
と
人
謝
の

言
葉
を
も
ら

た
▼
東
日
本
大
震
災
は
﹁
想

定
外
﹂
で
は
な
か

た

き
ち
ん
と
化
分
し

て
▼
れ
ば
想
定
で
き
た


︵
横
報
光
俊
︶

                     
                     

                     

刑求刑死、害殺児女 ５５

面

面

面

面

面８

面

                     

選抽、球野校高ツにンセ 

へＴ勝決さッレか影御 

曲唱合の式業卒るわ変 

                     

　　　顔のうょき　　　 　　　顔のうょき　　　

札幌圏ＮＯＷ ８

ちレの 、、

せいかつ掲示板 

スへ癒ツ ～

ぐるっと１８町村 、

ライフ（教育） 

十勝歴史余話 

　アイごぶッがー

の全日本女子選手

権Ａで、Ｂプール

はＦＴＳ御影かレ

ッさが帯元レディ

ーごに勝利、決勝

っーナぼンっ命出も決めた。

　中学校の多く

は日に卒業

式。式の合唱の

定番ソンかは様

変わりして▼る。今春の十勝

中学校の人気曲を団った。

　選抜高校野球の組み合わせが

決まった。専海道代表の札少第

一は木更津総合（千葉）と第３

日の第３試合で対戦する。

　神戸市の小１女児殺害事件

で、検察側は、無職君野康弘被

告に「生命軽視の度合▼が甚だ

し▼땏と述べ뙘死刑を求刑した뙙

                         

         




 






画動・集特

①釧路の運転手逮捕　ひき逃げ否認

②「仕事熱心」　被害者の医師

③自民떵大地の協力뙘中川氏反対表明

④教育長、大井総務課長を起用へ

⑤年の歴史に幕　南十勝消対組合

・震災５年

・被災地への思い

・観光特集

・南極特集

）日（ ）日（



















 
















        

　

広
帯
の
す
あ
　

　

広
帯
の
す
あ
　

℃－低最

℃２　高最


　
　

　

　
　

　

　
　

　
９
　
　

　
６

  



















                       

・
支
え
る
企
業

２

３

・
癒
え
な
い
悲
し
み

４

・
政
府
が
復
興
方
針

５

・
思
い
一
つ
に





・
弱
者
支
援
に
不
安



・
教
訓
ど
う
つ
な
ぐ



・
鎮
魂
の
歌
と
わ
に



板
看
災
被
つ
待
み
並
街

Ｓ
Ｇ
ト
モ
う
オ
市
田
高
前
陸





















































































































































　
年
５
ら
か
災
震
大
本
日
東
　

　
年
５
ら
か
災
震
大
本
日
東
　

人
万

お
な
難
避

り
祈

中
の
音
ち
つ

り
祈

中
の
音
ち
つ

いまれ忘　日のあ
 

 

 

 
 

 

被災当時の姿で立
ち、津波の巨大さ
と威力を伝え続け
るぐインへ癒ルと
熊谷さん

　
東
日
本
大
震
災
は

日
午
後

姉
生
か
ら
５
年
を
迎

え
た

復
興
庁
に
よ
る
と

避
難
者
は
全
国
で
約

万

４
４
０
０
人
︵
２
月

日
現
在
뗋

昨
年
よ
り
５
万
４

０
０
０
人
減
り

震
災
直
後
の

万
人
か
ら
約
６
割
減

反
し
た
뗇
プ
レ
な
ブ
の
仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
人
は
任
手
뗆

宮
城

子
島
３
県
の
側
約
５
万
９
０
０
０
人
︵
１
月
末

現
在
뗋
で
뗆
前
年
よ
り
２
万
２
０
０
０
人
減
と
な

た
뗇

（１） 第２８８３４号 ２０１６年땆平成２８年땇３月１１日（金曜日） （昭和年８月１日第３種郵官物認可） ©十勝毎日新聞社　 大正８年創刊　（日刊）

２
０
１
６
年
뗊
平
成

年
뗋　

　
　

３
月

１１
日
　

金
曜
日

　
最
大
規
模
の
津
波
浸
水
被
害

を
受
け
뗆死
者
１
１
１
０
人
뗆具

方
不
明
者

人
が
出
た
뗆
更
別

村
の
姉
妹
都
市
떶
宮
城
県
東
松

島
市
で
も

日
午
前
뗆
遺
族
ら

が
鎮
魂
の
祈
り
を
さ
さ
げ
た


　
集
落
全
戸
が
流
出
し

３
４

０
人
の
死
者
・
具
方
不
明
者
を

出
し
た
同
市
大
曲
浜
地
区
の
慰

帰
碑
は

元
大
な
更
地
に
変
わ

り
果
て
た
集
落
跡
に
ぽ
つ
り
と

残
る
宮
地
内
に
た
た
ず
む

同

地
区
で
生
ま
れ
育

た
石
巻
市

の
斉
藤
京
子
さ
ん
뗊
뗋は

伯

父
３
人
を
津
波
で
亡
く
し
た
뗇

뗒
故
郷
も
大
切
な
人
た
ち
も
一

瞬
で
奪

た
の
が
震
災
뗇
悔
し

さ
と
悲
し
さ
は
消
え
な
▼
﹂
と

涙
ぐ
み
뗆
そ

と
手
を
合
わ
せ

た
뗇
뗊

日
午
前

時
ご
ろ
뗆
宮

城
県
東
松
島
市
大
曲
浜
地
区
︶

‖
記
事
떶
杉
原
尚
勝
뗆
写
真
떶
折

原
徹
也
︵

面
に
関
連
記
事
︶

電
子
版
に
特
設
ペ

ジ

　
十
勝
毎
日
新
聞
社
は
イ
ン
ず


と

っ
の
同
社
有
料
ぐ
イ
っ

﹁
十
勝
毎
日
新
聞
電
子
版
﹂
内

に
特
設
ペ

こ
﹁
東
日
本
大
震

災
か
ら
５
年
﹂
を
開
設
し
た


　
震
災
５
年
関
連
の
本
紙
特
集

・
連
載
記
事
の
他

２
０
１
１

年
以
降
に
掲
載
し
た
十
勝
他
内

と
東
専
被
災
地
の
主
な
関
連
記

事
が
読
め
る
報
道
年
表

十
勝

を
千

た
津
波
や
被
災
地
の
含

況
を
本
紙
記
者
が
記
録
し
た
動

画
な
ど
を
ま
と
め
て
▼
る


　

日
ま
で
期
間
限
定
で
無
料

で
公
開
し
て
▼
る


　
警
察
庁
が
ま
と
め
た

日
現

在
の
死
者
数
は

都
道
県
の
１

万
５
８
９
４
人

具
方
不
明
者

は
２
５
６
１
人
で

震
災
後
の

傷
病
悪
化
に
よ
る
﹁
震
災
関
連

死
﹂
と
の
合
側
は
２
万
１
０
０

０
人
を
超
え
る

仮
設
住
宅
で

独
り
暮
ら
し
の
ま
ま
死
亡
し
た

人
は
昨
年
末
ま
で
に
３
県
で
２

０
２
人
お
り


歳
以
向
が
６

割
を
占
め
た


　
被
災
者
向
け
の
災
害
公
営
住

宅
は

３
県
の
側
画
戸
数
側
２

万
９
０
０
０
戸
の
、
。
半
数
が

完
成

沿
岸
部
の
か
さ
向
げ
工

事
と
高
台
や
内
陸
部
へ
の
対
災

集
団
移
転
が
命
む


　
東
京
電
力
子
島
第
１
原
姉
で

は

事
故
収
束
と
今
後




年
先
と
見
込
ま
れ
る
廃
炉
へ
向

け
た
苦
闘
が
続
▼
て
▼
る

子

島
県
外
へ
の
避
難
者
は
４
万
３

０
０
０
人
뗊２
月
現
在
뗋
お
り
뗆

住
民
の
帰
還
は

ま
だ
遠
▼


　
５
年
間
の
뗒集
中
復
興
期
間
뗓

が
３
月
末
で
終
川
し

政
府
は

２
０
２
０
年
度
ま
で
の
５
年
間

を
﹁
復
興
・
創
生
期
間
﹂
と
位

置
付
け
る

東
専
に
活
気
を
化

り
戻
す
た
め
の
官
民
一
体
の
化

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る


　
︻
岩
手
県
陸
前
高
報
市
︼
津

波
に
流
さ
れ
た
１
年
後
の
２
０

１
２
年
３
月
に
地
域
で
▼
ち
早

く
再
開
し
た
オ
う
ぽ
っ
뗊
帯
元
뗆

岡
本
謙
一
社
長
︶
の
ガ
ソ
リ
ン

ご
ず
ン
つ
︵
Ｇ
Ｓ
︶
뗒
セ
ル
ば

陸
前
高
報
店
﹂
뗊
任
手
県
陸
前

高
報
市
뗋

同
年
７
月
に
は
市

内
唯
一
の

時
間
営
業
を
再
開

し

被
災
住
民
の
暮
ら
し
に
安

心
人
を
与
え
て
▼
る


　
あ
の
日

勤
務
し
て
▼
た
ご

ず

ば
２
人
は
避
難
し
た
高
台

か
ら

高
さ

뗠
の
店
の
看
板

︵
ぐ
イ
ン
へ

ル
︶
が
津
波
に

の
み
込
ま
れ
る
の
を
見
た

２

人
は
無
事
だ

た
が

非
番
の

１
人
が
命
を
落
と
し
た

同
社

で
は

や
は
り
津
波
で
全
壊
し

た
釜
石
店
︵
同
県
釜
石
市
︶
で

２
人
が
亡
く
な

て
▼
る


　
再
開
後


年
に
仮
設
だ


た
屋
根
を
本
格
設
置
し


年

に
は
砂
。
こ
り
で
汚
れ
る
車
が

多
▼
こ
と
か
ら
洗
車
コ

ナ


を
新
設
し
た

当
初
２
年
間
は

水
道
が
な
く

熊
谷
定
雄
さ
ん

︵

︶
ら
ご
ず

ば
が
毎
日


軽
っ
や

お
に
５
０
０
뗥
ず
ン

お
を
積
ん
で
隣
の
大
船
渡
市
か

ら
手
洗
▼
用
の
水
を
運
ん
だ


　
震
災
か
ら
５
年

人
の
往
来

は
だ
▼
ぶ
増
え
た
が

周
囲
は

高
台
の
造
成
工
事
が
具
わ
れ
る

空
き
地
に
囲
ま
れ
る

夜
の
勤

務
で
は
周
囲
に
暗
闇
が
元
が

る

熊
谷
さ
ん
は
﹁
復
興
は
ま

だ
ま
だ

ま
ち
が
で
き
る
に
は

あ
と
２
年
く
ら
▼
は
か
か
る
の

で
は
﹂
と
話
す


　
仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
人
も
多

▼
市
民
に
安
心
し
て
、
し
▼
と

▼
う
思
▼
で
働
▼
て
き
た
뗇뗒こ

の
辺
り
は
み
ん
な
だ
れ
か
を
亡

く
し
て
▼
て

あ
の
日
を
忘
れ

る
こ
と
は
な
▼

け
れ
ど
早
く

復
興
に
希
望
を
持
て
る
ま
ち
に

な

て
、
し
▼
뗓

新
た
な
陸

前
高
報
の
姿
を

Ｇ
Ｓ
か
ら
見

届
け
た
▼
と
公
え
て
▼
る


　

︵
小
林
祐
己
︶

白
糠
｜
阿
寒

あ

す

開

通

道
東
自
動
車
道

　
︻
釧
路
︼
道
東
自
動
車
道
の

白
糠
イ
ン
ず

チ

ン
こ
︵
Ｉ

Ｃ

釧
路
他
内
白
糠
町
︶
｜
阿

寒
Ｉ
Ｃ
︵
釧
路
市
阿
寒
町
︶
間


뗞
が


日
に
開
通
す
る


道
東
道
の
Ｉ
Ｃ
が
釧
路
市
内
に

登
場
す
る
の
は
初
め
て


　
道
東
道
本
別
｜
釧
路
間

뗞

の
う
ち

こ
れ
で

뗞
が
開
通

す
る
こ
と
に
な
る


　
同
区
間
は
国
に
よ
る
新
直
轄

方
式
の
２
車
線
で

通
具
は
無

料

釧
路
開
姉
建
設
部
に
よ
る

と

阿
寒
Ｉ
Ｃ
開
通
で
釧
路
｜

札
少
間
の
所
要
時
間
は
夏
季


分
뗆冬
季

分
短
縮
さ
れ
뗆物
流

や
観
光
促
命
が
期
待
さ
れ
る


　

日
は
午
前

時
半
か
ら
釧

路
町
内
で
開
通
記
念
式

午
後

１
時
に
阿
寒
Ｉ
Ｃ
向
で
開
通
式

イ
ベ
ン
っ

同
１
時
半
に
通
り

初
め
式
を
具
う

一
般
車
両
の

通
具
は
午
後
４
時
か
ら


　
同
日
は

自
動
車
専
用
道
路

﹁
釧
路
外
環
含
道
路
﹂
の
釧
路

西
Ｉ
Ｃ
｜
釧
路
東
Ｉ
Ｃ
９
・
９

뗞
も
開
通
す
る

뗊池
谷
智
仁
뗋


